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さいたまはーと
推進協議会

「さいたま自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の今後の予定

第２期さいたま自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～
計画期間（予定）：令和８年度～令和１７年度の１０年間

令和５年度
●現計画の評価における準備

評価方法の検討、評価に必要なデータの収集 等

●次期計画策定に向けた基礎調査
最新の自転車関連データ・事例の調査、次期計画の施策検討 等

令和６年度
●現計画の効果検証・評価の実施
●次期計画（案）の作成

令和７年度
●次期計画の策定

パブリックコメントの実施 等

委託業務として
Ｒ５予算計上

現行計画を引き継ぎつつも、現状及び今後の自転車を取り巻く環境を見据え、
新たな「さいたま市版自転車活用推進計画」として内容を検討

庁内連絡会
（仮）

意見聴取

反映

第3次
自転車活用推進計画
（令和8年度～）

計画内容の確認



１「たのしむ」の施策

これからの 【たのしむ】 に必要なものは？

国際ロードバイクレース
ツール・ド・フランス

さいたまクリテリウム開催

シェア型マルチモビリティ
自転車と他モビリティの連携

「たのしむ」施策のこれまで ～自転車で健幸に！心も体もリフレッシュ。「自転車のまち」の魅力発信～

サイクリングマップ作成 （各約2000部／年 印刷・配布）
「大宮・さいたま新都心周辺」
「見沼たんぼ・浦和美園駅・東浦和駅周辺」

市内のシェアサイクルの普及促進
市内全域に４００弱のポートを展開（令和５年２月末時点）

サイクリングロードのサイン設置等環境整備
（荒川ＣＲ・緑のヘルシーロード）

サイクルスポーツを通じた
自転車の「たのしさ」に触れる取組

サイクリング環境を整え、
サイクリングを促進する取組

サイクルスポーツ等自転車の魅力を
伝えるサイクルフェスタ
（R4年度 28､000人来場）

ＢＭＸ等のアーバンスポーツ体験
アバスポサイタマ

（R3年度 全7回開催 計719人参加）

自転車のまちとして魅力を高める取組

サイクルパーク設置の検討

子供向け教室やサイクリングイベントの実施

【はしる】連携

【はしる】連携

【まもる】連携

【まもる】連携 【とめる】連携

【まもる】連携

【はしる】連携

【まもる】連携



２「まもる」の施策
「まもる」施策のこれまで ～悲しい事故をゼロに。。。「自転車の安全な利用」～

自転車の安全利用のため教育

小学校・中学校・高校

自転車運転免許証制度
市立小学４年、中学１年、高校１年が対象
（小・中・高合わせて全１６７校）
交通ルールの講習に加え実技（小学生のみ）

自転車プロチームを講師とした自転車教室
スケアード・ストレート技法を用いた自転車教室
中学校、市立高校が対象
（３年に１度必ずどちらかを受ける、年間２０校前後）

全年齢対象

交通安全教室（さいたま市出前講座）
申請形式の教室。
元警察官などの交通安全指導員が講師
自転車に限らず交通ルールの講話を行う

親世代

パパ・ママ自転車安全推進サポーター事業
自転車安全講習
子乗せ自転車の補助と合わせ講習会を実施
ルールや子乗せ自転車の安全な使い方等
（R2～4年度 計571名受講）

自転車の安全利用のため周知・啓発

看板等のサイン設置
・自転車利用者への注意喚起
・ドライバーへの注意喚起

安全啓発活動

安全啓発冊子の作成・配布
街頭活動、イベント、講習会等で配布
区役所等で配架

市職員

職員向け自転車安全利用研修
通勤、公務での自転車利用者を
中心に、自転車のルールを確認
E-ラーニングで実施
（R3年度 2880人受講）

これからの 【まもる】 に必要なものは？

災害時における自転車活用

災害等緊急時に市職員がシェアサイクルを使用できるよう運用

コミュニケーションワードの啓発

街頭での啓発活動 啓発グッズの作成・配布

【はしる】連携
【はしる】連携



３「はしる」の施策
「はしる」施策のこれまで ～自転車って便利！「快適な自転車ライフ」の実現～

自転車走行環境の整備

これからの 【はしる】 に必要なものは？

計画に基づく
自転車レーンの整備

効果検証

計画への反映
・整備の促進

公共交通との連携

自転車利用の促進

サイクルサポート施設の設置
サイクリストが休憩や自転車整備を行うことができる施設
荒川CR、緑のヘルシーロード、見沼田んぼ周辺を重点的に設置

パパ・ママ自転車安全推進サポーター事業
電動アシスト付子供乗せ自転車への購入費補
子育て世代の移動手段として、自転車を普及させるため購入補助を実施。

バス路線マップへの
サイクリングロード情報の掲載

自転車ネットワーク整備計画を策定し、自転車レーンの整備を進める

鉄道高架下等への
駐輪場の設置

自転車ネットワーク整備計画
（平成２６年策定、令和５年度改定予定）

主な課題
協議難航路線あり（車道幅員が狭い等）

効果
事故減少

・関係者（警察・市・学識・事業者など）による会議を設置
・試験施工と効果検証により、整備推進路線を拡大

対応

試験施工の例

連携

ソフト施策の実施

【まもる】連携

【たのしむ】連携

【たのしむ】連携【とめる】連携

【まもる】連携



４「とめる」の施策
「とめる」施策のこれまで ～モラルを持って！「適正な駐輪」～

駐輪場の整備・管理 放置自転車対策市営・公営の自転車等駐車場の整備・管理
民間の自転車等駐車場の整備に関する支援

放置自転車防止に関する業務・啓発活動

これからの 【とめる】 に必要なものは？

放置自転車対策ポスターコンクールの実施
小学生対象のコンクール、優秀な作品はティッシュにし配布

駅別の駐輪場案内配布 ＩＣカード等
電子決済対応

市営・公営駐輪場の管理・運営
駐輪場サービスの向上等

民間駐輪場設営に対する補助
附置義務条例等に関する調整

子ども乗せ自転車の駐輪対応

市内の駐輪場整備の方向性を検討

新型ラックの導入

放置自転車の撤去

監視員による注意喚起 看板等による注意喚起 放置自転車の保管・返還

【はしる】連携

駐輪場の整備・管理や放置自転車の対策の詳細については、自転車等駐車対策協議会にて協議


